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● 背景
生分解性プラスチックが環境に出された場合の生態
系への影響が懸念されますが、環境影響の評価手法
はまだ定まっていません。

● 成果
化審法の高分子フロースキームおよび、ISO５４３０
試験法を視野に入れて新たな評価法を考案しています。

● 研究開発内容
生分解性プラスチックの分解物の環境安全性を生態
毒性試験を用いて評価します。
生分解性プラスチック（PHBH、PBSA、PGA、PCL、
PVAなど）について、メダカ、ミジンコ、発光バクテリア、
アルテミアなどを使った試験を実施しています。

● 今後の展望
将来的にはISOなど国際標準化を目指します。

生分解性プラスチックは、環境中で分解されることが
前提ですが、現行の法律上は高分子として扱われ、安定な
物質として生物試験は免除されています。その点が矛盾
しない、新たな評価手法を考えています。
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